





































乳 発熱量測定 焼灯 油 化 却
乳 化 剤 焼却可否判定油中水滴型エマルジョ ン
図1　油中水滴型エマルジョンの燃焼
　乳化剤としては市販のスパン20とスパン80の等量混合物を数％使用すれば目的のエマルジョ
ンが得られることが分かった。しかし，含水エタノール廃液を灯油とエマルジョン化する場合には
多量の乳化剤が必要となるなど含水アルコール廃液については技術的検討課題も残っている。なお
各種アルコール（メタノール，エタノール，ブタノール）・アセトン・ピリジン及び水を含む廃液
でも，この乳化剤によって壷中水滴型エマルジョンとすることが可能であり，その燃焼状態も比較
的良好であることが確認されている。
　本技術は現在のところまだ完全に実用段階に入ったとはいえないものの，噴霧燃焼式有機廃液処
理装置の多用途化が可能であることを示唆している。したがって，従来この種の装置では処理が不
可能であり，この装置の大きな弱点となっていた含水有機廃液に対し，装置その他に何の改良も行
わず現行のままで本技術が応用可能な点に特徴を有する。
　以上のように，本エマルジョン燃焼の技術は，有機廃液処理の省エネルギー化及び省力化を目指
した処理技術であり，次のような利点を列記できる。
（1＞含水有機廃液の焼却処理が容易
　　従来の有機廃液焼却処理は，水の混入を極力避け，また混入した水はあらかじめ分離すること
　が必要であったが，本技術ではこの点の配慮はほとんど必要なく含水有機廃液処理の省力化が可
　能。
②　処理費の節約
　　可燃性廃液の発熱量が低いと炉内温度が低下するので，助燃用灯油で再び昇温し，四温と昇温
　を繰り返しながら焼却を行うことになる。本技術では燃焼するエマルジョン中の含水有機廃液の
　含有量が約30％以内であれば，エマルジョン自身の燃焼で炉内温度を維持できるので，灯油を
　再燃させる必要がなく省エネルギーが可能。
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　　また，含水有機廃液にアセトン等を添加して焼却処理する場合に比べると，処理費の大幅な節
　減及び省資源が可能。
（3）処理作業の簡素化・安全化
　　有機廃液を一括して可燃性廃液として取り扱うことができるので，焼却のための前処理作業が
　はとんど省略でき，同時に作業中に有害物質の蒸気を吸入する危険性を防止できる。
（4）二次公害の低減
　　エマルジョンの均一燃焼によって炉内での局部高温か防止されるので，窒素配化物（NOx）の
　生成を抑制できる。
　ただし，このことはエマルジョンが油中水滴型の場合のみ可能であり，水中油滴型の場合には装
置のプロセス配管系に取りつけられたストレーナーをエマルジョンが通過し難く，焼却炉内にエマ
ルジョンが供給できず，燃焼が不可能であった。しかしながら，水中油滴型エマルジョンの燃焼に
ついては既に技術が確立されており，現有装置に若干の改良を加えることにより十分実施可能と考
えられるため，多量に発生する含水アルコール系廃液を考慮しfc場合には有望な技術となろう。
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